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デマンド交通無線システム使用料

２,４１５円×２台×１２月＝５７,９６０円

電波使用料　７局×２５０円＝１，７５０円

使用料及び賃借料
60

委託料 24,537

デマンド運行委託　24,500，000円

ＭＣＡ無線免許再申請委託　36,300円

24,742

0

財

　

源

県支出金

受益者負担金

計

国庫支出金

差引（一般財源）

その他の特定財源

Ｈ２１　18,169人（6ヶ月）　Ｈ22　45,205人　　Ｈ23　49,064人

地方債

積　算　根　拠

決算額

金　額 特　記　事　項細　節

デマンドバス利用者数

報償費

細　節 金　額

55

報償金 90 回数券３枚（３，０００円)×３０人

どのような成果が現れます（現れました）か？

デマンド交通システム（たんたん号）利用者の利便性がより増します。持続可能

なシステムの構築が図れます。高齢者の交通事故の減少を図れます。また、高

齢者の活動範囲の広がりが図れます。

H25

事前

評価

H23

事後

評価

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

戸井田　和明

実

績

担当部課 総務部地域安全課

係　長

計

画

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

００１－２－１－１０－０００5０１０１

事業の分類 既存事業

予算科目

コード

事務事業名 デマンドバス運行事業費

地域安全係担　当

地域公共交通会議委員報酬

１０人×５,５００円＝５５，０００円

震災直後から徐々に利用者も回復し年間延べ利用者数は、４９，０６４

人となり、平成２２年度１年間の総利用者数は、４５,２０５人と比較する

と１．０８倍とやや伸びに鈍化が見られるが増加傾向にあります。着実

に町民の皆様の地域の足として定着しています。

高齢者の方に多く利用されていますが、高齢者のみならずより多くの

方に利用してもらえるように今後もPRをしていきます。また、一部既存

の公共交通（民間バス）の路線の変更等を検討しデマンドシステムの

弱点である定時運行の所をうめて行くことを検討していきます。高齢

者の運転免許返納の事業を進めることで、高齢者の交通事故の減少

を図ります。近隣市町との連携により利便性の向上を図ります。

49,600人

目　標　値 達　成　値 特　記　事　項指　標

特　記　事　項

0

当初予算額

計　画　　　　　【千円】

予算現額

24,742

決　算

予

　

算

実　績　　　　　　　【千円】

24,742

流用額

補正予算額


